
 

 

 
 

 

                                                            
 
 

 
 

　昨年 4月に新体制となった上対馬病院で 1年が経過しました。「その
人らしさはその人の尊厳である」とのモットーの元、全スタッフが患
者様の方向を向いた病院になろうと努めて参りましたが、まだまだ至
らぬことばかりだったかと思います。
　新年度は 1 月号でお伝えした「整形外科外来毎週開設」が実現でき
ることになりました。これまで以上に皆様にご利用頂きたく思ってお
ります。
　さて、昨年冬から世界は新型コロナウイルスで大混乱となりました。当院でも PCR 検査
体制を敷き、対馬における新型コロナウイルス対策に微力ながら協力しております。ご存
じの方もいらっしゃるかもしれませんが、ドライブスルー検査態勢も整えたところです。
そしてこの春から新型コロナウイルスワクチン接種が日本でも開始となりました。まだま
だ情報が錯綜していますが対馬でも 3 月末から医療従事者に対する接種が始まりました
（注：この内容は 3/25 記載のため、4/1 にまだ始まっていない可能性もあります）。その後、
島民の皆様への接種が予定されています。当院もインフルエンザワクチン予防接種の様に、
当院での接種スケジュールが決まり次第情報提供致します。そして巡回接種にも医師を派
遣していく計画です。ワクチンに関しての質問等は、現時点では対馬市のコールセンター
へ問い合わせ頂いていますが、今後は病院からも随時情報発信などはしていく予定です。
　しかし私が一つ心配していることは、「接種は義務である」というなんとも言い難い空気
感です。接種するかしないかはその人の自由です。決して義務ではありません。接種する人、
しない人が上手に共存できる社会であって欲しいと切実に思っています。
　新年度の上対馬病院はやはり「その人らしさ」を大切にする病院でいたいなとこのなん
じゃじゃもんじゃを書いていて強く思いました。みなさん、新年度も上対馬病院をよろし
くお願い致します。そして皆様からの叱咤激励もよろしくお願い致します。
　コロナウイルスと、その他の病気と、様々な物事と上手く共存して、笑顔多き人生を過
ごせると良いですね。

上対馬病院　院長　長谷川泰三



 

 

  

          

  

 
  

  
  

  
  
 
 
 

 

 


